
【授業観察の習慣化】実践例柱２

山鹿市教育委員会学校教育支援員（３名）による小中学校訪問の実施と授業参
観、授業力向上のための個別面談を行う取組

～山鹿市教育委員会～

学校管理職と支援員が話し合い、教員の授業力向上を目指した授業参観及び個別面談を実
施している。学習規律から指導内容、授業の流れ等についてアドバイスを行っている。

教師一人一人の授業力向上は教師の意識改革が不可欠です。「教える」から「子供が自ら
学ぶ」への転換を目指して、先生方の良さを生かしつつ、やる気が出るような助言を行って
います。
また、学校教育支援員の気付きを個別面談で直接授業者へ伝えることで、授業者も次の授

業に生かすことができています。
さらに、授業準備や児童生徒との関係づくりなど、悩み等に対しても意見交換ができてい
ます。新たな視点のアドバイスを継続的に行うことで、教員の授業力が確実にアップしてい
ます。同時に管理職への報告も行い、指導・助言の内容を共有しています。

【学校教育支援員からのアドバイスシート】



「授業観察の習慣化」実践例柱２

校長が授業評価シートを基に授業の評価を行い、授業者と共有して指導助言を
実施する取組

～八代市立八代小学校～

校長による授業参観を日常的に行うとともに、各教員同士で学期に１回程度「見に（ミニ）
来てね！授業」として相互の授業公開を実施している。授業後に校長から授業評価シートを受
け取り、授業の省察を行う。

職員同士の相互参観授業を定期的に（学期に１回程度）位置付けています。互いに授業を見
せ合うことで、学び合い、共に授業を改善していこうとする学校風土が醸成されます。
また、校長が授業を参観して、校内研究の視点に沿った内容で授業評価シートを作成します。

授業後に授業評価シートを授業者に返すことで、授業者は校内研究の視点に沿った授業改善を
図る省察を行うことができます。

【授業評価シート記入例】



【授業観察の習慣化】実践例柱２

教員採用２年目・３年目の教員の授業について、本校配置のスーパーティー
チャーが定期的に参観し、それに基づく指導・助言を行う取組

～水俣市立水俣第一小学校～

授業者がスーパーティーチャーと共に、「熊本の学び推進プラン」にある単元デザインの手
順に沿って単元計画を作成し、スーパーティーチャーが週１回授業を参観し、具体的な授業場
面を振り返りながら放課後に指導・助言を行っている。

身に付けさせたい資質・能力の育成に向け

て設定された校内研修テーマとともに、研究

の視点に沿った授業の実現を目指します。教

材研究を行い、単元をデザインし、具体的な

手立てを考え、よりよい授業づくりに向けて

取り組んでいます。

児童への接し方や、意見の引き出し方、整

理の仕方、ＩＣＴ機器を含めた教材教具の効

果的な使い方について等、具体的に助言し、

実践につなげられるようにしています。

時には研修テーマ以外のこと、例えば日々

の実践の中から生まれる悩みやチャレンジし

たいことについても、指導・助言を行ってい

ます。

【授業観察の習慣化】実践例柱２

管理職による授業観察での気付きを、教職員向けの校長室だよりで全教職員に
広げる取組

～上天草市立今津小学校～

週１回発行の教員向けの校長室だよりで、周

知・徹底事項の連絡や学校行事等での児童・教
職員の様子についての感想等と併せて、授業観
察での気付きが教職員に報道されている。

写真等

１単位時間の導入・展開・終末の各場面での

児童の反応とその反応を引き出した「課題設

定・学習活動・発問」等の教員の手立てについ

て、「認め、ほめ、励まし、伸ばす」姿勢で授

業での気付きが記載されています。授業者個人

への助言だけでなく、校長室だよりとして紹介

することで共通実践につながっています。

また、児童の様子から教員の手立てを振り返

ることで、子供の「学び」に視点を転換し、

「子供たちの学びの側」からの授業改善につな

げています。

□□

□□



【授業観察の習慣化】実践例柱２

「【天草版】８つのチェックリスト」による授業観察と指導・助言
～天草教育事務所～

管内の状況を踏まえ、「７つのチェックリスト」を基に「定着確認の場の設定」「人権
が尊重される授業づくりの視点を学習構想案に位置付け」について整理・追加した「【天
草版】８つのチェックリスト」を作成し、授業力向上に向け活用している。

教育事務所による学校訪問指導等での活用に加えて、市町教育委員会と各学校へ配付し、
教育委員会での指導力向上事業や管理職による授業観察等でも活用いただいています。
教育事務所と市町教育委員会、学校の三者で視点をそろえて、「熊本の学び」における
授業づくりを推進しています。

天草教育事務所ＨＰからダウンロードできます→

７ 基礎基本の確実な定着
（指導者が）これまでに何を学
んだ・本時は何を学んだ・何が分
かったかを確認する場の設定をし
ている。

８ ３つのキーワード
学習構想案に位置付けがあり、
具体的な取組が見られる。（「自
己決定」「自己存在感」「共感的
人間関係」）


